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抄　録
　保育士の視点から発達の気になる就学前児の行動特性を明らかにすることを目的に，就学前の子どもを対象
として開発した発達質問紙の「行動 2」，気になる子どもに関する自由記述，「子どもの強さと困難さアンケート
(SDQ)」について検討した。なお，「行動 2」は不注意，多動・衝動性，柔軟性の乏しさ，興味の偏りなど発達障
害にみられる行動特性を示す項目で構成されている。SDQ による評価では，保育士が「気になる子ども」53 名
のうち 50 名が少なくとも１つ以上のサブカテゴリーで支援の必要性が High Need であり，とくに「行為面」，「多動・
不注意」，「向社会性」に支援の必要性が高い子どもが多かった。「気になる子ども」と対照群の子どもの「行動 2」
の項目の出現率を比較すると，8 項目中 6 項目で「気になる子ども」の方が高かった。多動・不注意を含む行動
の問題や社会性の問題が保育上の課題として捉えられる傾向が示唆された。
キーワード：就学前，気になる子ども，行動特性，発達質問紙，SDQ
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表 1　SDQ スコアの評価表
支援の必要性
サブスケール
Low 
Need
Some 
Need
High 
Need
1. 行為面 0-2 3 4-10
2. 多動・不注意 0-5 6 7-10
3. 情緒面 0-3 4 5-10
4. 仲間関係 0-2 3 4-10
5. 向社会性 6-10 5 0-4
Total Difficulties Score（1～4の合計） 0-13 14-16 17-40
　英国の保護者評価によるカットオフ値を示す
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１　はじめに
　就学前（5 ～ 6 歳）になると自己抑制が可能にな
り、集団の中で適応的に行動することができるように
なる。一方で，発達全般に明らかな遅れはないが，認
知，言語機能や行動特性に偏りがあり，子ども同士で
関わってうまく遊べない，いわゆる ｢ 気になる子ども
｣ たちの集団への不適応や発達の偏りが顕在化してく
る時期でもある。保育者は，保護者から子育てや子ど
もの発達，集団適応等に関する様々な相談や支援を求
められ 1)，対応に苦慮している。このような子どもの
問題をより早期に明らかにするために，各地で 5 歳児
健診の取り組みがなされるようになってきている 2)。
そこで，一人一人の子どもについて，支援策を検討し，
就学前から就学後にも子どもたちが充実した生活を送
ることができるようにしていくことが大きな課題であ
る。
　近年，保育所や幼稚園などで「気になる子ども」が
増えているといわれている。「気になる子ども」とい
うことばは，保育上何らかの課題がある子どもを表現
する際に用いられることが多い 3)。日高ら 4) は「発達
障害児を含めた，保育現場で保育者が気がかりになる
子」と定義している。一般的に知的には顕著な遅れが
ないにもかかわらず，行動のコントロールがしにく
い，他児とのトラブルが多いなどの特徴を持つことが
指摘されているが，保育士の視点や子どもの年齢など
によっても異なり，その実態が十分に明らかにされて
いるとはいえない 3)。そこで，本研究の目的は，保育
士の視点から発達や行動の気になる就学前児の行動特
性の実態を明らかにすることである。
　
２　方法
2.1　対象
　保育所の年長児クラスに在籍する幼児 196 名につい
て担当保育士に質問紙による調査を依頼した。
2.2　調査期間および手続き
　調査期間は 2008 年 9 月～ 10 月である。A 市 12 ヵ
所の公立保育所・子ども園に発達質問紙を配布し，郵
送により園ごとにまとめて回収した。倫理的な配慮と
して，個人が特定される形で公表することはなく，い
つでも研究協力を撤回できることを文書で説明した。
年長児クラス担当の保育士に，担当児全員について発
達質問紙への記入と，子どもの発達や行動に気になる
点や問題と思われることがある場合には自由記述を求
めた。また，担当児の中で気になると感じる子どもに
ついて「子どもの強さと困難さアンケート（SDQ）」
を用いて評定してもらった。したがって，本研究では，
SDQ に記入のあった子どもを保育者が「気になる子
ども」と捉えているものとした。
2.3　調査内容
2.3.1　発達質問紙
　筆者らが開発した就学前の子どもを対象とする発達
質問紙（試案）5) を用いて，子どもの発達評価を行った。
発達質問紙は，「運動」「操作」「言語」「生活習慣」「行
動 1」「行動 2」の 6 領域で構成されているが，本研究
では，「行動 2」の回答のみを分析の対象とした。「行
動 2」は，注意欠陥多動性障害の特徴を示す項目とし
て，不注意，多動性，衝動性の行動面の問題を検出す
る項目 4 項目と，広汎性発達障害の特徴を示す社会性，
対人関係の問題を検出する 4 項目から構成されてい
る。各項目について，「よくある」（およそ 8 割以上あ
ること），「ときどきある」（およそ 8 割未満から 5 割
以上あること），「たまにある」（およそ 5 割未満から
3 割以上あること），「ほとんどない」（3 割未満あるこ
と）の 4 段階で評価してもらった。また，発達質問紙
の最後に「お子さんについて問題と思われる点はあり
ますか？」の設問に対して自由記述欄を設けた。
2.3.2　子どもの強さと困難さアンケート（SDQ）
　「子どもの強さと困難さアンケート」（Strengths and 
Diffi culties Questionnaire, 以下 SDQ）は，Goodman6) に
よって開発された幼児期から就学前の行動スクリーニ
ングのための質問紙法である。英国を中心としてヨー
ロッパで広く用いられており，我が国でも用いられる
ようになってきている 7)。保護者や保育士が 5 分ほど
でチェックすることが可能であり，子どもの特性をよ
く捉えることができるとされている。また，子どもの
困難さのみではなく，強みも評価できる特徴がある。
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表 2　発達質問紙「行動２」の評価項目別「ある」と答えた人数　　（n=170）
1 何かをしているときにすぐに気が散る 不注意 30 ( 人 )
2 椅子に座っていると常にどこかが動いている ( じっとできない ) 多動性 36
3 話の途中で口をはさむことがある 衝動性① 34
4 友だちに手がでやすい 衝動性② 16
5 子どもの遊びの輪になかなか入ることができない 社会性の問題 8
6 急に予定が変わると混乱する 柔軟性の乏しさ 14
7 興味を示すものが限られる 興味の偏り 13
8 体（手や足底など）にものや人が触るのを嫌がる 感覚の過敏性 3
図１ 発達質問紙「行動 2」の「よくある」の出現率 
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　質問項目は 5 つのサブカテゴリー ( 行為面，多動・
不注意，情緒面，仲間関係，向社会性 ) について各 5
項目により構成されている（付録）8)。すべての項目
について「あてはまる」，「まああてはまる」，「あて
はまらない」の 3 段階で評価し，各項目について 0，
1，2 点を配点する。サブカテゴリーごとの合計得点
（最高 10 点）により支援の必要性を High Need，Some 
Need，Low Need の 3 段階で評価する。さらに，行為面，
多動・不注意，情緒面，仲間関係の 4 つのサブカテゴ
リーの合計得点，Total Diffi culties Score（以下，TDS）
を算出し，全体的な支援の必要性を表す指標とする。
支援の必要性の分類の基準値を表 1 に示す。基準値は
サブカテゴリーごとに異なり，向社会性は，逆転項
目であるため，点数が低い方が支援の必要性は High 
Need となる。
３　結果
3.1　回収状況
　担当保育士から，年長児 177 名分（男 87 名，女 88 名）
の回答があった。そのうち未記入等不備のあるものを
除き，170 名分の有効回答を分析の対象とした。対象
児の平均年齢は，6 歳 0 ヵ月（5 歳 6 ヵ月～ 6 歳 6 ヵ月）
であった。
3.2 発達質問紙：行動 2
　まず，「行動 2」の評価項目と各項目について「よ
くある」と回答された人数を表 2 に示した。不注意，
多動性，衝動性①（話の途中で口をはさむことがある）
を示す項目の出現数が多かった。また，それぞれの子
どもにおいて，「よくある」と回答された評価項目が
1 つ以上あったものは 64 名（37.6％）であった，その
内訳は，評価項目 1 ～ 4 に「よくある」と回答された
項目が 1 つ以上あった子どもは 37 名，評価項目 5 ～
8 に「よくある」と回答された項目が 1 つ以上あった
子どもが 8 名，評価項目 1 ～ 4 と評価項目 5 ～ 8 の両
方に「よくある」と回答された項目が 1 つ以上あった
子どもが 19 名であった。
　次に，SDQ に記入のあった 53 名を気になる子群，
記入のなかった 117 名を対照群とし，発達質問紙「行
動 2」の ｢ よくある ｣ の項目別出現率を図 1 に示し
た。各項目の出現率は，気になる子群では，不注意
43.4％，多動性 37.7％，衝動性① 34.0％，衝動性②
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表 3　問題行動に関する自由記述  n=49 人 （　　）内は回答数
ことば・コミュニケーションに関する問題（12） 
　ルールや指示が理解できにくい (3)
　なぞなぞ遊びなどで文を聞いて総合的に考えるなど認識面で幼さを感じる
　人の話を聞いていないことがあり“わからん” と言うことがある
　全体の中で理解力がゆっくりしている（1 対 1 ではよくわかる）
　自分の思いを言葉で表現することが苦手（3）
　質問に対する応答ができていないことがある
　記憶することが難しい
　声が大きく調整が難しい
生活習慣に関する問題（7）　　
　片づけが苦手
　見通しを持ちにくい（2）
　とりかかりからやりきるまでにゆったりと時間をとってあげる必要がある
　食事中食べながら話すので口から食べ物が出る
　寝付くのに時間がかかり目覚めが悪い
　睡眠のリズムが乱れ通所が難しい
行動に関する問題（31）　　　　
　自分のやりたいように進もうとする，自分を出しすぎてやりすぎることがたまにある
　新しい経験に抵抗がある（2）
　座っていなければならない場面でおしゃべりやふざけて席を立つ
　話や紙芝居が最後まで聞けない（2），私語をしていて人の話を聞けないことがある
　落ち着きがない（4）
　注意散漫である（4），気が散りやすい，全体の中で情報が入りやすく集中力が途切れることがある
　周りのことが気になり目的に向かって行動することが難しい
　集中力がない（5），持続力がない（2），ひとつの遊びが長続きしない
　興味がないことに対して取り組もうとしない
　衝動的な行動
　早くしたいという気持ちが強くゆっくりていねいにすることを忘れがちになる
　ADHD の傾向があるといわれている
他児とのトラブルに関する問題（15）　
　暴言・暴力（2）
　すぐカッとなり手が出る（4）
　相手の気持ちを受け入れにくい（2）
　自分の思ったように友達がしてくれないとすねる（3，内 2 件は改善傾向）
　うそをつく（素直に認められない）
　欲しいものがあると周りを見ずにすぐ手に入れようとする
　つい人をつついてしまう，友だちにちょっかいを出すことがある
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17.0％，社会性の問題 9.4％，柔軟性の乏しさ 20.1％，
興味の偏り 20.1％，感覚の過敏性 1.9％であった。対
照群では，不注意 6.0％，多動性 13.7％，衝動性①
13.9％，衝動性② 6.0％，社会性の問題 2.6％，柔軟性
の乏しさ 2.6％，興味の偏り 1.7％，感覚の過敏性 1.7％
であった。χ2 検定により，社会性の問題，感覚の過敏
性の 2 項目を除く 6 項目で，気になる子群と対照群の
出現率に有意差が認められた (p<0.05)。
3.3　発達質問紙：問題行動に関する自由記述
　気になる行動について自由記述があったものは 49
名（28.8％）であった。回答の内容を平澤ら 9)，池田
ら 10) を参考に分類した（表 3）。回答数の多かった問
題は，集団生活を送る上で問題となる行動（「行動に
関する問題（31）」，「社会性・対人関係に関する問題
（22）」，「他児とのトラブルに関する問題（15）」「情緒
に関する問題（15）」，）であった。また，行動の問題
以外にも「ことば・コミュニケーションに関する問題
（12）」などの問題があげられた。なお，49 名中 SDQ
に記入のあったものは 26 名であった。
－ 107 －
情緒に関する問題（15）　
　嫌なことがあるとすねて離れていく (2) ，すぐはぶてる（2）
　保育士に対して暴言を吐いたり叩く
　初めてのことに対して不安が大きい
　自信がない，自己肯定感が弱い
　周りを意識しすぎて失敗を恐れることがある
　登所時母親と別れにくい（泣く）
　夕方，迎えが来て保育所にいる子が少なくなったり約束の時間あたりになると涙が出る
　日中寂しくてたまに涙が出る，困った時に涙が出やすい
　次の活動への切り替えが難しい（2）
　とてもこわがり
社会性・対人関係に関する問題（22）　　
　集団行動に入りにくいことがよくある
　自分の世界があり友だちと共感しにくい
　空想の世界に入り込んでしまう　
　1 人遊びが多い（2）
　自分の思いを出すことが苦手，保育者には思いを打ち明けるが友だちにはうまく表現できない
　大勢の場での発表をためらうことがある
　人の話を聞かず自分の意見や思いばかりを主張，人の話を聞くのが苦手
　空気が読めない（2）
　自分中心の行動がほとんどで集団を乱すことが多い
　言葉が荒い・口調がキツイ（2）
　友だちとの折り合いのつけ方が難しい（自分には甘いが人には厳しい）
　友だちが悲しむようなことをつい言ってしまう
　自分より弱い子に対して指示や指摘が多くなることがある
　同年齢より年下の子と遊ぶ方が安心できる
　同年齢の中だと友達より保育士と遊びたがる
　同年齢の子とのつながりが持ちにくい
　広汎性発達障害の傾向があるといわれている
こだわり・癖・常同行動（8）　　　　　　
　こだわりがある（4）
　自分の興味のあることに気持ちが行きがち
　側転をして気を紛らわすことがよくある
　午睡時性器こすりがみられる（2）
その他（16）　　　　　　
　絵を描いたり物を作ったりすることが苦手
　イメージをもちにくい
　運動発達に関する問題：身体が硬くリズムがとりにくい
　　　　　　　　　　　　身体の成長バランスがとれておらず運動能力が低い，バランス感覚がよくない（2）
　　　　　　　　　　　　運動面で苦手意識があり活動をためらうことがある
　　　　　　　　　　　　姿勢がよくない
　家庭と保育所での違い：家では保護者の言うことをよく聞いている
                         　　　　家では自我が出せるが外では我慢することが多くストレスになっている
　　　　　　　　　　　　保育所との格差が大きい
　養育態度：親子関係が気になる（母親の接し方が厳しいことがある）
　　　　　　一人っ子で家では思うようにしてもらっている
　感覚の過敏性：扇風機の風に敏感
　体調の不調を訴えることが多い
　チックと思われる状態があり，常に身体のどこかが動いている
　大人の話していることが気になる（2）
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表 4　保育士評価による気になる子群の SDQ スコア
サブスケール 平均値 標準偏差
1. 行為面 3.91 2.26
2. 多動・不注意 6.85 2.40
3. 情緒面 3.64 2.14
4. 仲間関係 2.89 2.28
5. 向社会性 3.67 2.16
Total Difficulties 
Score 17.28 5.82
表 5　SDQ スコアによる気になる子群への支援の必要性
支援の必要性 （人）
サブスケール Low Need
Some 
Need
High
 Need
1. 行為面 19 5 29
2. 多動・不注意 13 8 32
3. 情緒面 23 9 20
4. 仲間関係 25 7 21
5. 向社会性 10 7 36
Total Difficulties
 Score 13 12 27
図 2　SDQ　個々の子どもの High Need のサブカテゴリーの数と組み合わせパターン別人数 (n=53)
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3.4　SDQ
　SDQ に記入のあった年長児 53 名（男 38 名，女 15 名，
31.1％）のサブカテゴリーごとのスコアの平均値と標
準偏差を表 4 に示した。「多動・不注意」が最も高かっ
た。さらに，表 5 に各サブカテゴリーおよび TDS に
ついて High Need，Some Need，Low Need と分類され
た人数を示した。「行為面」，「多動・不注意」，「向社
会性」が特に多かった。　
　個々の子どもにおける High Need のサブカテゴリー
の数と組み合わせのパターン別人数を図 2 に示した。
53 名中 50 名は，High Need のサブカテゴリーが少な
くとも 1 つ以上あった。その内訳は，High Need のサ
ブカテゴリーが１つある子どもが 9 名，2 つあるもの
が 16 名，3 つあるものが 9 名，4 つあるものが 11 名，
5 つあるものが 5 名であった。
４　考察
4.1　「気になる子ども」の割合
　本研究において，保育士が「気になる」と感じて
いる子どもの割合は，発達質問紙「行動 2」によるス
クリーニングでは 37.6％，問題行動に関する自由記述
の回答数では 28.8％，気になると感じられる子どもの
みについて評定を求めた SDQ の記入数では 31.1％で
あった。これは，平澤ら 9) の 160 カ所の保育所・園の
在籍児のうち 4.5％，小川ら 11) の私立幼稚園 234 カ所
の在籍園児の 2.6％と比べるとかなり高率であった。
これらの先行研究は，市や県全体の大規模な調査研究
であり , 年齢も年長児のみに限定されていないため，
単純に比較することはできない。また，今回「行動 2」
では，評価項目１つでも「よくある」と評定されると「気
になる子ども」としたが，スクリーニングの基準につ
いては今後の検討課題である。また，自由記述には，「親
子関係」など必ずしも子ども自身の問題のみに起因で
きない内容や，現在は改善がみられるが以前の状態に
ついての記述なども含まれていた。さらに，保育士に
よっても記述数の差がみられ，すべての回答を「気に
なる子ども」としてよいかどうかは検討が必要である。
いずれにしても，「気になる子ども」全てが発達障害
児であるとはいえない。近年の発達障害児の早期発見
に向けた動きによって保育士が子どもの気になる行動
に敏感になっている可能性も考慮に入れ，今後経過を
観察していくことが必要であろう。
4.2　「気になる子ども」の行動特性
　今回用いた発達質問紙の「行動 2」では，不注意，
多動性，衝動性，柔軟性の乏しさ，興味の偏りに関す
る項目において，気になる子群と対照群の間で行動の
出現率に有意な差がみられた。したがって，これらの
項目は，保育士が「気になる子ども」の行動特性とし
て判断する傾向があると考えられる。すなわち，気に
なる子群の中に行動面の問題や対人関係の問題を持つ
子どもがいることが推察される。とくに，気になる子
群では「すぐに気が散る ( 不注意）」，「着席し続ける
ことが困難 ( 多動性）」，「話の途中で口をはさむ ( 衝
動性①）」の項目の出現率が高かった。これらの項目
は，注意欠陥多動性障害の行動特徴を示す行動の例で
ある。しかし，これらの行動が「よくある」と評定さ
れた子どもが注意欠陥多動性障害であると断定するこ
とはできない。たとえば，DSM- Ⅳなど医学的な診断
基準では，注意欠陥多動性障害は，1 つの症状だけで
はなく，「不注意，多動および衝動性を示す症状がそ
れぞれ 6 個以上 6 ヵ月持続し，日常生活に支障がある」
と定義されている。また，対照群においても，「着席
し続けることが困難（多動性）」，「話の途中で口をは
さむ（衝動性①）」の出現率が比較的高かった。年長
児の時期には，一般的に子どもの活動性が高くなる時
期であるため，定型発達児にもこれらの行動特性がみ
られる傾向がある。また，広汎性発達障害の子どもも
幼児期は特に多動な傾向が目立つ時期である。発達質
問紙のみで発達障害の診断を行うことはできない。
　問題行動に関する自由記述について，平澤ら 9) は保
育士の気になる行動として「集団活動に関する問題」，
「興奮・かんしゃく・情緒不安」，「動きに関する問題」，
「ことばに関する問題」，「他害行為」を上位の項目と
してあげており，池田ら 10) は「ことば・コミュニケー
ションに関する問題」，「行動に関する問題」，「社会性・
対人関係に関する問題」が多いと報告している。本研
究でも同様に気になる子の行動特性として集団生活内
での行動や社会性の問題が多くあげられ，保育士は対
人関係に沿わない行動や集団行動から逸脱する行動が
みられる子どもを「気になる」と判断することが示唆
された。
　気になる子群の SDQ の結果から，「行為面」，「多動・
不注意」，「向社会性」の支援の必要性が High Need の
子どもが多かったことから，多動・衝動性を含む行動
の問題や他者の気持ちを気遣う等の社会性に問題のあ
る子どもを保育士が「気になる」と判断していると考
えられる。SDQ は，早期に子どもの支援ニーズを把
握するために用いられている。また子どもの注意欠陥
多動性障害や精神疾患などの簡便なスクリーニング評
定尺度としても用いられている。今後，「気になる子
ども」の支援ニーズを簡便に把握する 1 つの尺度とし
て有用性についても検討していきたい。
　発達質問紙「行動 2」，気になる行動の自由記述，
SDQ に共通して「多動・不注意を含む行動の問題」
や「対人関係の問題」がみられた。久保山ら 1) による
保育士の意識調査に基づく研究においても同様の結果
であり，「気になる子がいる場合の課題」に関する自
由記述では，「行動面の問題」が最も多かった。たと
えば，落ち着きがない，多動，座って話を聞くなど行動・
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生活面での課題，クラスの生活に遅れる，集団の中で
の居場所など子ども自身の集団における課題，集団で
の活動における課題，他児との関係，コミュニケーショ
ン，心理的な安定などが多かった。本郷ら 12) の研究
でも同様に，保育士の意識調査から，「気になる子ども」
の特徴について，因子分析を行い，「対人的トラブル」，
「落ち着きのなさ」，「状況への順応性の低さ」，「ルー
ル違反」の 4 つの因子を抽出した。
　これらの項目を保育士が要支援児を発見し保育の中
で援助的な関わり方を考えるための共通の指標とし，
「気になる子」に気がつくことのできる保育士が増え
ることが期待できる。そして，保育士による「気にな
る子」への気づきを保護者との共通認識とし，専門機
関への紹介や，就学に対する助言など継続的な支援へ
とつなげることが望まれる。一方で，「気になる子ど
も」の行動特徴として，多動性や対人的なトラブルな
ど，比較的目立つ行動や集団を乱すような行動を「気
になる」指標としやすいことが考えられる。目立たな
いが，子どもにとって困り感のある問題にも気づくこ
とへの認識を持つべきであろう。
　本郷ら 12) は，「気になる子ども」の問題を子ども自
身の個体能力や特性の問題に還元するだけでは不十分
であり，子どもの行動特徴を詳細に捉え，子ども自身
と子どもを取り巻く人々との関係性，具体的なかかわ
りを通して，子どもの行動の理解と改善を進めること
が重要であると述べている。背景要因として考えられ
る「子どもの問題」としての発達障害の理解，家族や
保育士など子どもとかかわる人たちとの相互作用の影
響を考慮して，一人一人の子どもへの対応を検討する
必要があるであろう。
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あてはまら
ない
まあ
あてはまる あてはまる
１．他人の気持ちをよく気づかう
２．おちつきがなく，長い間じっとしていられない
３．頭がいたい，お腹がいたい，気持ちが悪いなどと，よくうったえる
４．他の子どもたちと，よく分け合う（おやつ・おもちゃ・鉛筆など）
５．カッとなったり，かんしゃくをおこしたりする事がよくある
６．一人でいるのが好きで，一人で遊ぶことが多い
７．素直で，だいたいは大人のいうことをよくきく
８．心配ごとが多く，いつも不安なようだ
９．誰かが心を痛めていたり，落ち込んでいたり， 嫌な思いをしているとき 
など，すすんで助ける
10．いつもそわそわしたり，もじもじしている
11．仲の良い友だちが少なくとも一人はいる 
12．よく他の子とけんかをしたり，いじめたりする
13．おちこんでしずんでいたり，涙ぐんでいたりすることがよくある
14．他の子どもたちから，だいたいは好かれているようだ
15．すぐに気が散りやすく，注意を集中できない
16．目新しい場面に直面すると不安ですがりついたり，すぐに自信をなくす
17．年下の子どもたちに対してやさしい 
18．よくうそをついたり，ごまかしたりする 
19．他の子から，いじめの対象にされたり，からかわれたりする
20．自分からすすんでよく他人を手伝う（親・先生・子どもたちなど）
21．よく考えてから行動する
22．家や学校，その他から物を盗んだりする
23．他の子どもたちより，大人といる方がうまくいくようだ
24．こわがりで，すぐにおびえたりする
25．ものごとを最後までやりとげ，集中力もある
サブカテゴリー SDQ の項目番号
行為面 5，7，12，18，22
多動・不注意 2，10，15，21，25
情緒面 3，8，13，16，24
仲間関係 6，11，14，19，23
向社会性 1，4，9，17，20
youthinmind：SDQ Information for researchers and professionals about the Strengths and 
Diffi culties Questionnaire, online available from <http://www.sdqinfo.com/> に基づき作成
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付録　子どもの強さと困難さアンケート（SDQ）
SDQ サブカテゴリー該当項目
－ 112 －
Humanity and Science    Journal of the Faculty of Health and Welfare, Prefectural University of Hiroshima   11 (1)    103 － 112   2011
Behavioral characteristics of preschool children with 
special needs 　
Fumi TAMAI*1   Mayumi HORIE*1
Nozomi TERAWAKI*2   Ayami MURAMATSU*3
　
　
*1  Department of Communication Sciences and Disorders,
      Faculty of Health and Welfare, Prefectural University of Hiroshima
*2  Amano Rehabilitation Hospital 
*3  Okaya Municipal Hospital 
　
Received 8 September 2010
Accepted 16 December 2010
Abstract
　The purpose of this study is to investigate the behavioral characteristics of preschool children with special needs from the 
point of view of nursery school teachers. The children were assessed with a developmental questionnaire using a checklist of 
behavioral problems, such as attention defi cit, hyperactivity, in 5 to 6-year-old children. In addition, nursery school teachers 
were asked to describe behaviors which they pay attention to when observing behaviors of children. Behavioral screening 
was administered to children with special needs using the Strengths and Diffi culties Questionnaire. Fifty children among 
fi fty three children had high need in at least one subscale in SDQ. High scores derived from conduct problems, hyperactivity/
inattention, prosocial behavior. It was suggested that special needs were related to behavioral problems and social skills.
 
Key words：preschoolers, children with special needs, behavioral characteristics, developmental questionnaire, SDQ
